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先
行
き
不
透
明
な
国
際
情
勢
、
ま
た
資
源
価
格
の
変
動
等

に
よ
る
イ
ン
フ
レ
圧
力
等
の
経
済
社
会
情
勢
が
変
化
す
る

中
、
我
が
国
経
済
を
持
続
的
な
成
長
軌
道
へ
と
導
く
た
め
、

地
域
が
有
す
る
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
産
業
構
造
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
政
府
で
は
、
地
方
が
持
つ
伸
び
代
を
活
か
し
、
国
民
の
暮

ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め
、
地
域
ご
と
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

を
全
国
各
地
に
形
成
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
・
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
業
の
付
加
価
値
向
上

と
販
路
開
拓
の
強
力
な
支
援
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
九
州
は
、
約
１
千
社
の
半
導
体
関
連
産
業
の
集
積
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
が
全
国
水
準
を
上
回
る
等
の
特
性

を
有
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
を
形
成
し
て
い
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。

九
州
経
済
産
業
局
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
産
業
特
性

や
投
資
動
向
を
的
確
に
捉
え
、
関
係
自
治
体
や
経
済
界
と
共

に
九
州
地
域
未
来
戦
略
を
策
定
し
、「
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
Ｇ
Ｘ
・
資
源
循
環
」、「
造
船
・
防
衛
産
業
・
航

空
宇
宙
」、「
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
・
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
」、「
食
・
観
光
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
の
５
つ
の
柱
の
も
と
、

戦
略
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
は
豊
富
な
脱
炭
素
電
源
と
い
う
強
み
を
活
か
し

た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
へ
の
動
き
や
、
か
ご
し
ま
半
導

体
産
業
共
創
協
議
会
の
設
立
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、

養
殖
ブ
リ
や
お
茶
な
ど
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
核
と
し
て
令

和
６
年
度
の
農
林
水
産
物
の
輸
出
額
が
過
去
最
高
を
記
録
す

る
な
ど
、
更
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
を
含
む
九
州
各
地
の
取
組
を
戦
略
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
の
形
成
に
着
実
に
つ
な
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

中
堅
・
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
や
省
力
化
投
資
へ
の
支
援
、

公
正
な
取
引
環
境
の
整
備
、
食
品
の
輸
出
に
関
す
る
支
援
な

ど
を
通
し
て
、
雇
用
と
所
得
の
上
昇
が
潜
在
成
長
率
を
引
き

上
げ
る
「
強
い
経
済
」
を
こ
こ
〝
九
州
〞
か
ら
実
現
し
て
い

く
所
存
で
す
。

本誌の内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を
固く禁じます。落丁本・乱丁本はお取り替えします。

●
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●
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第183回 県内企業・業況調査結果

紙
・
パ
ル
プ
（
同
マ
イ
ナ
ス
1
0
0
↓

0
）、
卸
売
業
の
そ
の
他
卸
売
（
同
マ

イ
ナ
ス
43
↓
マ
イ
ナ
ス
15
）、
製
造
業

の
そ
の
他
製
造
（
同
マ
イ
ナ
ス
43
↓
マ

イ
ナ
ス
16
）、
小
売
業
の
百
貨
店
・
ス
ー

パ
ー
（
同
マ
イ
ナ
ス
22
↓
0
）、
建
設

業
の
総
合
建
設
（
同
マ
イ
ナ
ス
12
↓

0
）
が
大
幅
に
改
善
し
た
（
図
表
2
）。

一
方
、
そ
の
他
産
業
の
外
食
（
同
15
↓

マ
イ
ナ
ス
40
）、
そ
の
他
産
業
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
（
同
12
↓
マ
イ
ナ
ス
7
）
は
大

幅
に
悪
化
し
て
マ
イ
ナ
ス
圏
に
転
じ
、

製
造
業
の
木
材
（
同
マ
イ
ナ
ス
50
↓
マ

イ
ナ
ス
75
）、
小
売
業
の
自
動
車
（
同

マ
イ
ナ
ス
9
↓
マ
イ
ナ
ス
30
）、
そ
の

他
産
業
の
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
（
同
マ
イ

ナ
ス
2
↓
マ
イ
ナ
ス
18
）、
卸
売
業
の

食
料
品
（
同
0
↓
マ
イ
ナ
ス
15
）、
建

設
業
の
建
築
（
同
マ
イ
ナ
ス
12
↓
マ
イ

ナ
ス
26
）
は
大
幅
に
悪
化
し
た
（
図
表

2
）。

　
来
期
の
業
況
見
通
し
D
I
は
マ
イ
ナ

ス
15
で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
14
）
か
ら

1
㌽
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
（
前

頁
図
表
1
）。

　
業
況
見
通
し
D
I
を
業
種
別
（
大
分

類
）
に
み
る
と
、
卸
売
業
（
今
期
マ
イ

　
今
期
の
業
況
D
I
は
マ
イ
ナ
ス
14

で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
11
）
か
ら
3
㌽

減
と
や
や
悪
化
し
た
（
図
表
1
）。

　
人
手
不
足
の
傾
向
は
依
然
根
強
く
、

人
件
費
上
昇
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
中
心
と
し
た
物
価

上
昇
の
懸
念
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
企

業
の
業
況
感
は
下
向
い
た
。

　
業
況
D
I
を
業
種
別
（
大
分
類
）
で

み
る
と
、
製
造
業
（
前
期
マ
イ
ナ
ス
27

↓
今
期
マ
イ
ナ
ス
21
）
が
6
㌽
増
と
改

善
、
建
設
業
（
同
マ
イ
ナ
ス
4
↓
マ
イ

ナ
ス
2
）、
小
売
業
（
同
マ
イ
ナ
ス
16

↓
マ
イ
ナ
ス
14
）
が
と
も
に
2
㌽
増
と

や
や
改
善
、
卸
売
業
（
同
マ
イ
ナ
ス
20

↓
マ
イ
ナ
ス
19
）
が
1
㌽
増
と
ほ
ぼ
横

ば
い
だ
っ
た
。
一
方
、そ
の
他
産
業（
同

2
↓
マ
イ
ナ
ス
12
）
が
14
㌽
減
と
大
幅

に
悪
化
し
た
。

　
業
種
別
（
中
分
類
）
で
み
る
と
、
製

造
業
の
電
機
・
電
子
（
同
マ
イ
ナ
ス
14

↓
17
）
が
大
幅
に
改
善
し
て
プ
ラ
ス
圏

に
転
じ
た
ほ
か
、
製
造
業
の
繊
維
（
同

マ
イ
ナ
ス
1
0
0
↓
0
）、
製
造
業
の

ナ
ス
19
↓
来
期
マ
イ
ナ
ス
9
）
は
10
㌽

増
と
大
幅
に
改
善
、
製
造
業
（
同
マ
イ

ナ
ス
21
↓
マ
イ
ナ
ス
15
）
は
6
㌽
増
と

改
善
、
建
設
業
（
同
マ
イ
ナ
ス
2
↓
マ

イ
ナ
ス
6
）
は
4
㌽
減
と
や
や
悪
化
、

小
売
業
（
同
マ
イ
ナ
ス
14
↓
マ
イ
ナ
ス

19
）
は
5
㌽
減
と
悪
化
、
そ
の
他
産
業

（
同
マ
イ
ナ
ス
12
↓
マ
イ
ナ
ス
21
）
は

9
㌽
減
と
悪
化
の
見
込
み
。

　
今
期
の
売
上
・
完
工
高
D
I
は
マ
イ

ナ
ス
2
で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
5
）
か

ら
3
㌽
増
と
や
や
改
善
し
た
（
図
表

3
）。

　
来
期
の
売
上
・
完
工
高
D
I
は
マ
イ

ナ
ス
1
で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
2
）
か

ら
1
㌽
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
。

　
今
期
の
損
益
D
I
は
マ
イ
ナ
ス
11

で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
17
）
か
ら
6
㌽

増
と
改
善
し
た
（
図
表
3
）。

　
来
期
の
損
益
D
I
は
マ
イ
ナ
ス
20

で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
11
）
か
ら
9
㌽

減
と
悪
化
の
見
込
み
。

　
今
期
の
資
金
繰
り
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

12
で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
12
）
か
ら
横

ば
い
だ
っ
た
（
図
表
3
）。

　
来
期
の
資
金
繰
り
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

14
で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
12
）
か
ら
2

㌽
減
と
や
や
悪
化
の
見
込
み
。

　
今
期
の
雇
用
人
員
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

49
で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
48
）
か
ら
1

㌽
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
（
図
表

3
）。

業況DI、やや悪化
～イラン情勢の影響現れる～

 

　
来
期
の
雇
用
人
員
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

48
で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
49
）
か
ら
1

㌽
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
。

　
今
期
の
販
売
価
格
D
I
は
44
で
、
前

期
（
41
）
か
ら
3
㌽
増
と
や
や
上
昇
し

た
（
5
頁
図
表
1
）。

　
来
期
の
販
売
価
格
D
I
は
43
で
、
今

期
（
44
）
か
ら
1
㌽
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い

の
見
込
み
。

　
今
期
の
仕
入
価
格
D
I
は
74
で
、
前

期
（
67
）
か
ら
7
㌽
増
と
上
昇
し
た

（
5
頁
図
表
1
）。

　
来
期
の
仕
入
価
格
D
I
は
77
で
、
今

期
（
74
）
か
ら
3
㌽
増
と
や
や
上
昇
の

見
込
み
。

　
今
期
、
設
備
投
資
を
実
施
し
た
企
業

割
合
は
33
％
と
、
前
期
（
33
％
）
か
ら

横
ば
い
だ
っ
た
（
前
頁
図
表
4
）。
来

期
に
設
備
投
資
を
予
定
す
る
企
業
割
合

は
36
％
と
、
今
期
（
33
％
）
か
ら
3
㌽

増
と
や
や
増
加
の
見
込
み
。

　
経
営
上
の
問
題
点
（
内
部
環
境
・
外

部
環
境
）
は
、「
原
材
料
（
仕
入
品
）

価
格
高
」
が
62
％
（
前
期
52
％
）
で
最

も
多
く
、こ
れ
に「
人
手
不
足
・
求
人
難
」

の
57
％
（
同
56
％
）、「
人
件
費
等
各
種

経
費
高
」
の
43
％
（
同
42
％
）
が
続
い

た
（
図
表
5
）。

　
業
況
D
I
は
、
人
手
不
足
や
物
価
上

昇
に
よ
る
企
業
の
コ
ス
ト
負
担
が
依
然

と
し
て
重
く
、
消
費
者
の
節
約
志
向
の

高
ま
り
も
重
な
っ
て
、や
や
悪
化
し
た
。

来
期
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
マ
ク
ロ
環
境
（
地
政

学
リ
ス
ク
・
為
替
・
国
内
政
策
）
の
動

向
次
第
で
本
県
経
済
へ
の
影
響
は
変
わ

り
得
る
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

（
福
留
　
一
郎
）

県内企業・業況調査結果

第183回

製
造
業
は
改
善
も
、

そ
の
他
産
業
は
大
幅
悪
化 

業
況
は
や
や
悪
化

業況DIの推移（大分類）図表１
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43
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今期
前期

今　　期＝2026年1～3月期
前　　期＝2025年10～12月期

来　　期＝2026年4～6月期
前年同期＝2025年1～3月期

DI  ＝「良い」－「悪い」、「増加」－「減少」、
　　　いずれも回答企業割合

用 

語

●調 査 方 法　インターネット及び郵送　　●対 象 企 業　県内主要企業　500社　●回答企業数　305社（回答率 61.0％）
●対 象 期 間　2026年1～3月期実績見込み／2026年4～6月期見通し ●調 査 時 期　2026年3月下旬

調査要領

調査の概要

・業況DI…今期マイナス14。前期（マイナス11）から3㌽減とやや悪化。来期マイナス15。今期から1㌽減とほぼ横ばいの見込み。

・販売価格DI…今期44。前期（41）から3㌽増とやや上昇。来期43。今期から1㌽減とほぼ横ばいの見込み。

・仕入価格DI…今期74。前期（67）から7㌽増と上昇。来期77。今期から3㌽増とやや上昇の見込み。

・雇用人員DI…今期マイナス49。前期（マイナス48）から1㌽減とほぼ横ばい。来期マイナス48。今期から1㌽増とほぼ横ばいの
　　　　　　　 見込み。

・経営上の問題点…「原材料(仕入品)価格高」が62％（前期52％）で最も多く、これに「人手不足・求人難」の57％（同56％）、
                      　 「人件費等各種経費高」の43％（同42％）が続いた。
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第183回 県内企業・業況調査結果

紙
・
パ
ル
プ
（
同
マ
イ
ナ
ス
1
0
0
↓

0
）、
卸
売
業
の
そ
の
他
卸
売
（
同
マ

イ
ナ
ス
43
↓
マ
イ
ナ
ス
15
）、
製
造
業

の
そ
の
他
製
造
（
同
マ
イ
ナ
ス
43
↓
マ

イ
ナ
ス
16
）、
小
売
業
の
百
貨
店
・
ス
ー

パ
ー
（
同
マ
イ
ナ
ス
22
↓
0
）、
建
設

業
の
総
合
建
設
（
同
マ
イ
ナ
ス
12
↓

0
）
が
大
幅
に
改
善
し
た
（
図
表
2
）。

一
方
、
そ
の
他
産
業
の
外
食
（
同
15
↓

マ
イ
ナ
ス
40
）、
そ
の
他
産
業
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
（
同
12
↓
マ
イ
ナ
ス
7
）
は
大

幅
に
悪
化
し
て
マ
イ
ナ
ス
圏
に
転
じ
、

製
造
業
の
木
材
（
同
マ
イ
ナ
ス
50
↓
マ

イ
ナ
ス
75
）、
小
売
業
の
自
動
車
（
同

マ
イ
ナ
ス
9
↓
マ
イ
ナ
ス
30
）、
そ
の

他
産
業
の
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
（
同
マ
イ

ナ
ス
2
↓
マ
イ
ナ
ス
18
）、
卸
売
業
の

食
料
品
（
同
0
↓
マ
イ
ナ
ス
15
）、
建

設
業
の
建
築
（
同
マ
イ
ナ
ス
12
↓
マ
イ

ナ
ス
26
）
は
大
幅
に
悪
化
し
た
（
図
表

2
）。

　
来
期
の
業
況
見
通
し
D
I
は
マ
イ
ナ

ス
15
で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
14
）
か
ら

1
㌽
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
（
前

頁
図
表
1
）。

　
業
況
見
通
し
D
I
を
業
種
別
（
大
分

類
）
に
み
る
と
、
卸
売
業
（
今
期
マ
イ

　
今
期
の
業
況
D
I
は
マ
イ
ナ
ス
14

で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
11
）
か
ら
3
㌽

減
と
や
や
悪
化
し
た
（
図
表
1
）。

　
人
手
不
足
の
傾
向
は
依
然
根
強
く
、

人
件
費
上
昇
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
中
心
と
し
た
物
価

上
昇
の
懸
念
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
企

業
の
業
況
感
は
下
向
い
た
。

　
業
況
D
I
を
業
種
別
（
大
分
類
）
で

み
る
と
、
製
造
業
（
前
期
マ
イ
ナ
ス
27

↓
今
期
マ
イ
ナ
ス
21
）
が
6
㌽
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と
改

善
、
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設
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（
同
マ
イ
ナ
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↓
マ
イ
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）、
小
売
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（
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マ
イ
ナ
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↓
マ
イ
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）
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、
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（
同
マ
イ
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マ
イ
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ス
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）
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1
㌽
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と
ほ
ぼ
横
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い
だ
っ
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。
一
方
、そ
の
他
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業（
同

2
↓
マ
イ
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ス
12
）
が
14
㌽
減
と
大
幅

に
悪
化
し
た
。

　
業
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（
中
分
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み
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と
、
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の
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子
（
同
マ
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17
）
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大
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に
改
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し
て
プ
ラ
ス
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に
転
じ
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か
、
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造
業
の
繊
維
（
同
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ス
1
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0
↓
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造
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の

ナ
ス
19
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期
マ
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、
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（
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マ
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↓
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、
そ
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産
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同
マ
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ナ
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12
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マ
イ
ナ
ス
21
）
は

9
㌽
減
と
悪
化
の
見
込
み
。

　
今
期
の
売
上
・
完
工
高
D
I
は
マ
イ

ナ
ス
2
で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
5
）
か

ら
3
㌽
増
と
や
や
改
善
し
た
（
図
表
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）。
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の
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・
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の
損
益
D
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ナ
ス
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で
、
前
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（
マ
イ
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ス
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）
か
ら
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㌽

増
と
改
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し
た
（
図
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）。

　
来
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の
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益
D
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イ
ナ
ス
20

で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
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）
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ら
9
㌽

減
と
悪
化
の
見
込
み
。

　
今
期
の
資
金
繰
り
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

12
で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
12
）
か
ら
横

ば
い
だ
っ
た
（
図
表
3
）。

　
来
期
の
資
金
繰
り
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

14
で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
12
）
か
ら
2

㌽
減
と
や
や
悪
化
の
見
込
み
。

　
今
期
の
雇
用
人
員
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

49
で
、
前
期
（
マ
イ
ナ
ス
48
）
か
ら
1

㌽
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
（
図
表

3
）。

　
来
期
の
雇
用
人
員
D
I
は
マ
イ
ナ
ス

48
で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
49
）
か
ら
1

㌽
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
。

　
今
期
の
販
売
価
格
D
I
は
44
で
、
前

期
（
41
）
か
ら
3
㌽
増
と
や
や
上
昇
し

た
（
5
頁
図
表
1
）。

　
来
期
の
販
売
価
格
D
I
は
43
で
、
今

期
（
44
）
か
ら
1
㌽
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い

の
見
込
み
。

　
今
期
の
仕
入
価
格
D
I
は
74
で
、
前

期
（
67
）
か
ら
7
㌽
増
と
上
昇
し
た

（
5
頁
図
表
1
）。

　
来
期
の
仕
入
価
格
D
I
は
77
で
、
今

期
（
74
）
か
ら
3
㌽
増
と
や
や
上
昇
の

見
込
み
。

　
今
期
、
設
備
投
資
を
実
施
し
た
企
業

割
合
は
33
％
と
、
前
期
（
33
％
）
か
ら

横
ば
い
だ
っ
た
（
前
頁
図
表
4
）。
来

期
に
設
備
投
資
を
予
定
す
る
企
業
割
合

は
36
％
と
、
今
期
（
33
％
）
か
ら
3
㌽

増
と
や
や
増
加
の
見
込
み
。

　
経
営
上
の
問
題
点
（
内
部
環
境
・
外

部
環
境
）
は
、「
原
材
料
（
仕
入
品
）

価
格
高
」
が
62
％
（
前
期
52
％
）
で
最

も
多
く
、こ
れ
に「
人
手
不
足
・
求
人
難
」

の
57
％
（
同
56
％
）、「
人
件
費
等
各
種

経
費
高
」
の
43
％
（
同
42
％
）
が
続
い

た
（
図
表
5
）。

　
業
況
D
I
は
、
人
手
不
足
や
物
価
上

昇
に
よ
る
企
業
の
コ
ス
ト
負
担
が
依
然

と
し
て
重
く
、
消
費
者
の
節
約
志
向
の

高
ま
り
も
重
な
っ
て
、や
や
悪
化
し
た
。

来
期
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
マ
ク
ロ
環
境
（
地
政

学
リ
ス
ク
・
為
替
・
国
内
政
策
）
の
動

向
次
第
で
本
県
経
済
へ
の
影
響
は
変
わ

り
得
る
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

（
福
留
　
一
郎
）

売
上
は
や
や
改
善
、

損
益
は
改
善

来
期
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み

資
金
繰
り
は
横
ば
い
、

雇
用
人
員
は
ほ
ぼ
横
ば
い
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1
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そ
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（
同
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43
↓
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）、
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造
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）、
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業
の
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貨
店
・
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パ
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マ
イ
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22
↓
0
）、
建
設

業
の
総
合
建
設
（
同
マ
イ
ナ
ス
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0
）
が
大
幅
に
改
善
し
た
（
図
表
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）。
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、
そ
の
他
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業
の
外
食
（
同
15
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マ
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40
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そ
の
他
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業
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
（
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ス
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に
転
じ
、
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造
業
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木
材
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同
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ナ
ス
75
）、
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業
の
自
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の
他
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2
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の
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設
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の
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（
同
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）
は
大
幅
に
悪
化
し
た
（
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来
期
の
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況
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通
し
D
I
は
マ
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ス
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で
、
今
期
（
マ
イ
ナ
ス
14
）
か
ら

1
㌽
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と
ほ
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横
ば
い
の
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（
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通
し
D
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を
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（
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分
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に
み
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（
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今
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業況DIの長期推移
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第183回 県内企業・業況調査結果

各項目DI
《資料編》

2025 年 10 ～ 12 月期 2026 年 1 ～ 3 月期 2026 年 4 ～ 6 月期
前期 実績 今期 実績 来期 見通し

   状   況 良い 普通 悪い ＤＩ 良い 普通 悪い ＤＩ 良い 普通 悪い ＤＩ
差 

（今期－前期）
差 

（来期－今期）増加 同程度 減少 増加 同程度 減少 増加 同程度 減少
  項　目 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ）（Ａ）－（Ｃ）（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）（Ａ）－（Ｃ） （Ａ） （Ｂ） （Ｃ）（Ａ）－（Ｃ）

自 社 の 業 況 16 57 27 ▲ 11 13 60 27 ↓ ▲ 14 ( ▲ 3) 11 63 26 ↓ ▲ 15 ( ▲ 1)
 製  造  業 10 53 37 ▲ 27 12 55 33 ↑ ▲ 21 ( 6) 14 57 29 ↑ ▲ 15 ( 6)
 建  設  業 17 62 21 ▲ 4 12 74 14 ↑ ▲ 2 ( 2) 10 74 16 ↓ ▲ 6 ( ▲ 4)
 卸  売  業 16 48 36 ▲ 20 13 55 32 ↑ ▲ 19 ( 1) 10 71 19 ↑ ▲ 9 ( 10)
 小  売  業 16 52 32 ▲ 16 11 64 25 ↑ ▲ 14 ( 2) 11 59 30 ↓ ▲ 19 ( ▲ 5)
 その他産業 19 64 17 2 15 58 27 ↓ ▲ 12 ( ▲ 14) 8 63 29 ↓ ▲ 21 ( ▲ 9)

生 産 高（製造業） 21 42 37 ▲ 16 18 50 32 ↑ ▲ 14 ( 2) 21 46 33 ↑ ▲ 12 ( 2)
売 上・完 工 高 24 47 29 ▲ 5 27 44 29 ↑ ▲ 2 ( 3) 21 57 22 ↑ ▲ 1 ( 1)

 製  造  業 22 40 38 ▲ 16 32 36 32 ↑ 0 ( 16) 25 45 30 ↓ ▲ 5 ( ▲ 5)
 建  設  業 18 57 25 ▲ 7 20 55 25 ↑ ▲ 5 ( 2) 18 70 12 ↑ 6 ( 11)
 卸  売  業 23 45 32 ▲ 9 32 39 29 ↑ 3 ( 12) 32 55 13 ↑ 19 ( 16)
 小  売  業 25 48 27 ▲ 2 18 55 27 ↓ ▲ 9 ( ▲ 7) 16 66 18 ↑ ▲ 2 ( 7)
 その他産業 28 48 24 4 27 43 30 ↓ ▲ 3 ( ▲ 7) 18 59 23 ↓ ▲ 5 ( ▲ 2)

製品・商品在庫 過剰 適正 不足 過剰 適正 不足
（適正水準比） 10 80 10 0 11 78 11 - 0 ( 0)

 製  造  業 15 68 17 ▲ 2 15 67 18 ↓ ▲ 3 ( ▲ 1)
 建  設  業 2 86 12 ▲ 10 5 88 7 ↑ ▲ 2 ( 8)
 卸  売  業 10 80 10 0 17 70 13 ↑ 4 ( 4)
 小  売  業 21 77 2 19 18 77 5 ↓ 13 ( ▲ 6)
 その他産業 4 88 8 ▲ 4 5 87 8 ↑ ▲ 3 ( 1)

損　　　　　益 好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化 好転 横ばい 悪化
15 53 32 ▲ 17 18 53 29 ↑ ▲ 11 ( 6) 9 62 29 ↓ ▲ 20 ( ▲ 9)

 製  造  業 17 50 33 ▲ 16 19 48 33 ↑ ▲ 14 ( 2) 12 52 36 ↓ ▲ 24 ( ▲ 10)
 建  設  業 14 61 25 ▲ 11 14 61 25 - ▲ 11 ( 0) 8 73 19 - ▲ 11 ( 0)
 卸  売  業 19 45 36 ▲ 17 10 64 26 ↑ ▲ 16 ( 1) 3 87 10 ↑ ▲ 7 ( 9)
 小  売  業 16 50 34 ▲ 18 16 57 27 ↑ ▲ 11 ( 7) 9 57 34 ↓ ▲ 25 ( ▲ 14)
 その他産業 13 55 32 ▲ 19 24 47 29 ↑ ▲ 5 ( 14) 9 59 32 ↓ ▲ 23 ( ▲ 18)

販　売　価　格 上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下
46 49 5 41 48 48 4 ↑ 44 ( 3) 46 51 3 ↓ 43 ( ▲ 1)

 製  造  業 45 49 6 39 48 52 0 ↑ 48 ( 9) 51 47 2 ↑ 49 ( 1)
 建  設  業 46 50 4 42 49 47 4 ↑ 45 ( 3) 43 55 2 ↓ 41 ( ▲ 4)
 卸  売  業 58 32 10 48 61 29 10 ↑ 51 ( 3) 52 42 6 ↓ 46 ( ▲ 5)
 小  売  業 56 39 5 51 57 39 4 ↑ 53 ( 2) 50 48 2 ↓ 48 ( ▲ 5)
 その他産業 40 57 3 37 39 57 4 ↓ 35 ( ▲ 2) 38 58 4 ↓ 34 ( ▲ 1)

仕　入　価　格 上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下 上昇 横ばい 低下
72 23 5 67 77 20 3 ↑ 74 ( 7) 79 19 2 ↑ 77 ( 3)

 製  造  業 72 22 6 66 71 24 5 - 66 ( 0) 75 23 2 ↑ 73 ( 7)
 建  設  業 68 28 4 64 81 17 2 ↑ 79 ( 15) 81 19 0 ↑ 81 ( 2)
 卸  売  業 74 19 7 67 71 23 6 ↓ 65 ( ▲ 2) 74 19 7 ↑ 67 ( 2)
 小  売  業 65 30 5 60 75 23 2 ↑ 73 ( 13) 75 23 2 - 73 ( 0)
 その他産業 76 21 3 73 81 17 2 ↑ 79 ( 6) 87 13 0 ↑ 87 ( 8)

資　金　繰　り 楽 普通 窮屈 楽 普通 窮屈 楽 普通 窮屈
4 80 16 ▲ 12 3 82 15 - ▲ 12 ( 0) 3 80 17 ↓ ▲ 14 ( ▲ 2)

 製  造  業 4 75 21 ▲ 17 6 73 21 ↑ ▲ 15 ( 2) 4 71 25 ↓ ▲ 21 ( ▲ 6)
 建  設  業 6 80 14 ▲ 8 2 88 10 - ▲ 8 ( 0) 4 90 6 ↑ ▲ 2 ( 6)
 卸  売  業 0 84 16 ▲ 16 0 87 13 ↑ ▲ 13 ( 3) 0 84 16 ↓ ▲ 16 ( ▲ 3)
 小  売  業 2 91 7 ▲ 5 0 89 11 ↓ ▲ 11 ( ▲ 6) 0 86 14 ↓ ▲ 14 ( ▲ 3)
 その他産業 5 77 18 ▲ 13 4 81 15 ↑ ▲ 11 ( 2) 5 79 16 - ▲ 11 ( 0)

雇　用　人　員 過剰 適正 不足 過剰 適正 不足 過剰 適正 不足
3 46 51 ▲ 48 2 47 51 ↓ ▲ 49 ( ▲ 1) 3 46 51 ↑ ▲ 48 ( 1)

 製  造  業 6 55 39 ▲ 33 4 55 41 ↓ ▲ 37 ( ▲ 4) 6 53 41 ↑ ▲ 35 ( 2)
 建  設  業 2 41 57 ▲ 55 0 41 59 ↓ ▲ 59 ( ▲ 4) 4 39 57 ↑ ▲ 53 ( 6)
 卸  売  業 3 49 48 ▲ 45 7 48 45 ↑ ▲ 38 ( 7) 3 52 45 ↓ ▲ 42 ( ▲ 4)
 小  売  業 0 54 46 ▲ 46 0 52 48 ↓ ▲ 48 ( ▲ 2) 0 52 48 - ▲ 48 ( 0)
 その他産業 1 36 63 ▲ 62 1 41 58 ↑ ▲ 57 ( 5) 1 39 60 ↓ ▲ 59 ( ▲ 2)

単位：％業況DI（中分類）

売上・完工高DI（中分類）

第183回県内企業・業況調査結果集計表

2025 年 10 ～ 12 月期 2026 年 1 ～ 3 月期 2026 年 4 ～ 6 月期
前期 実績 今期 実績 差（今期－前期） 来期 見通し 差（来期－今期）

全    業    種 ▲ 11 ▲ 14 -3 ▲ 3 ▲ 15 -1 ▲ 1
製　　造　　業 ▲ 27 ▲ 21 6  6 ▲ 15 6  6

食　料　品 ▲ 14 ▲ 18 -4 ▲ 4 ▲ 18 0  0
繊　　　維 ▲ 100  0 100  100 ▲ 50 -50 ▲ 50
木　　　材 ▲ 50 ▲ 75 -25 ▲ 25 ▲ 50 25  25
紙・パルプ ▲ 100  0 100  100 ▲ 50 -50 ▲ 50
窯業・土石 ▲ 33 ▲ 33 0  0 ▲ 22 11  11
機械・金属 ▲ 27 ▲ 33 -6 ▲ 6  9 42  42
電機・電子 ▲ 14  17 31  31  33 16  16
そ　の　他 ▲ 43 ▲ 16 27  27 ▲ 33 -17 ▲ 17

建　　設　　業 ▲ 4 ▲ 2 2  2 ▲ 6 -4 ▲ 4
土　　　木 ▲ 7  0 7  7 ▲ 23 -23 ▲ 23
建　　　築 ▲ 12 ▲ 26 -14 ▲ 14 ▲ 14 12  12
総 合 建 設 ▲ 12  0 12  12  0 0  0
そ　の　他  18  25 7  7  17 -8 ▲ 8

卸　　売　　業 ▲ 20 ▲ 19 1  1 ▲ 9 10  10
食　料　品  0 ▲ 15 -15 ▲ 15  0 15  15
建 設 資 材 ▲ 25 ▲ 24 1  1 ▲ 38 -14 ▲ 14
家 電 卸 売 ▲ 50 ▲ 50 0  0 ▲ 50 0  0
そ　の　他 ▲ 43 ▲ 15 28  28  15 30  30

小　　売　　業 ▲ 16 ▲ 14 2  2 ▲ 19 -5 ▲ 5
百貨店・スーパー ▲ 22  0 22  22 ▲ 11 -11 ▲ 11
衣　料　品  0  0 0  0  0 0  0
自　動　車 ▲ 9 ▲ 30 -21 ▲ 21 ▲ 30 0  0
家 電 製 品 ▲ 34 ▲ 33 1  1  0 33  33
石油・ガス  0  0 0  0 ▲ 25 -25 ▲ 25
そ　の　他 ▲ 17 ▲ 11 6  6 ▲ 17 -6 ▲ 6

そ の 他 産 業  2 ▲ 12 -14 ▲ 14 ▲ 21 -9 ▲ 9
旅館・ホテル  12 ▲ 7 -19 ▲ 19  0 7  7
運輸・通信 ▲ 6 ▲ 6 0  0 ▲ 11 -5 ▲ 5
外　　　食  15 ▲ 40 -55 ▲ 55 ▲ 20 20  20
その他サービス ▲ 2 ▲ 18 -16 ▲ 16 ▲ 29 -11 ▲ 11

2025 年 10 ～ 12 月期 2026 年 1 ～ 3 月期 2026 年 4 ～ 6 月期
前期 実績 今期 実績 差（今期－前期） 来期 見通し 差（来期－今期）

全    業    種 ▲ 5 ▲ 2 3  3 ▲ 1 1  1
製　　造　　業 ▲ 16  0 16  16 ▲ 5 -5 ▲ 5

食　料　品 ▲ 2  11 13  13  2 -9 ▲ 9
繊　　　維 ▲ 50 ▲ 50 0  0 ▲ 50 0  0
木　　　材  0  25 25  25 ▲ 25 -50 ▲ 50
紙・パルプ ▲ 67  50 117  117  0 -50 ▲ 50
窯業・土石 ▲ 56 ▲ 44 12  12 ▲ 44 0  0
機械・金属 ▲ 18 ▲ 33 -15 ▲ 15  0 33  33
電機・電子  15  49 34  34  34 -15 ▲ 15
そ　の　他 ▲ 58 ▲ 16 42  42 ▲ 33 -17 ▲ 17

建　　設　　業 ▲ 7 ▲ 5 2  2  6 11  11
土　　　木 ▲ 15  0 15  15 ▲ 7 -7 ▲ 7
建　　　築 ▲ 13 ▲ 27 -14 ▲ 14  14 41  41
総 合 建 設  0  11 11  11 ▲ 11 -22 ▲ 22
そ　の　他  9  8 -1 ▲ 1  25 17  17

卸　　売　　業 ▲ 9  3 12  12  19 16  16
食　料　品  0  15 15  15  29 14  14
建 設 資 材 ▲ 24 ▲ 24 0  0  0 24  24
家 電 卸 売 ▲ 50  0 50  50 ▲ 50 -50 ▲ 50
そ　の　他  0  14 14  14  43 29  29

小　　売　　業 ▲ 2 ▲ 9 -7 ▲ 7 ▲ 2 7  7
百貨店・スーパー  33  33 0  0  11 -22 ▲ 22
衣　料　品  0  0 0  0  0 0  0
自　動　車  0 ▲ 40 -40 ▲ 40  0 40  40
家 電 製 品 ▲ 34 ▲ 33 1  1  0 33  33
石油・ガス  0 ▲ 25 -25 ▲ 25  0 25  25
そ　の　他 ▲ 17 ▲ 5 12  12 ▲ 11 -6 ▲ 6

そ の 他 産 業  4 ▲ 3 -7 ▲ 7 ▲ 5 -2 ▲ 2
旅館・ホテル  0  13 13  13  7 -6 ▲ 6
運輸・通信  5  17 12  12  15 -2 ▲ 2
外　　　食  0 ▲ 20 -20 ▲ 20 ▲ 20 0  0
その他サービス  0 ▲ 12 -12 ▲ 12 ▲ 15 -3 ▲ 3
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第183回 県内企業・業況調査結果

損益DI（中分類）意　見

製
造
業

食料品

民間企業の賃金改定とセットで社会保険料負担減や所得減税等を検討して頂きたい。

業況としては大きな変化はないが、原材料他経費が上がっており、今後の経費の見直しの機会と
してとらえたい。
酒類業界について国内市場の縮小、材料費上昇、価格転嫁難、賃金上昇等コスト増で課題山積し
ており不安材料が多い。
当社の業界は全体的に右肩下がり。賃金改定を行わないと人材の流出および確保に影響が出る。
人材不足を補うため AI 活用を積極的に進めてはいるが、まだまだ手探り状態が続いている。
中東情勢を背景として燃料価格の急上昇のみならず、確保すること自体に不安がある。物流を中
心に国内経済全体に対し大きな影響を及ぼす恐れがある。
賃金の上昇、原料価格の上昇に利益が圧迫されている。AI などを活用して人件費削減を目指した
いが、どこから導入すべきかわかっていない。
賃金改正は物価高騰の影響で致し方ない部分と中小企業と大企業の賃金格差を国に検討して決め
てもらいたい部分がある。AI 活用については、効率性の部分では有効であるが、将来マイナスな
部分が出る可能性が否めない。

生成 AI について興味があり、会社の業務に取り入れていきたいと思っている。

木材 住宅建築が減少しているので、経営環境としては厳しい。

窯業・土石 原材料価格の上昇により、販売価格を引き上げているが、公共工事の発注も少なく厳しい状況で
ある。賃金の引き上げをしなければ従業員の確保は難しい。

機械・金属 生産品目が輸出メインのため、ホルムズ海峡封鎖の影響が大きく出そう。また長引けば業績悪化
の懸念も発生する。

その他製造業 AI 活用を社内で推進する人材の不足を感じる。

建
設
業

土木 県外大手企業の賃金上昇により人材が県外に流れ、地方企業の優秀な人材確保は難しい。AI を活
用した業務効率化は不可欠だと感じる。

建築 部門で DXを立ち上げて積極的に取り組んでいる。

その他建設業

最低賃金の上昇に伴い、最低賃金額を月給とした正社員が中小企業では増えていると、鹿児島の
求人を見ていると感じ取れる。結果として自分の時間を持てて、責任の少ないパート・アルバイ
トでも同額なのであれば、パート・アルバイトを希望する人が増えていくと考える。最低賃金に
対応できず閉業する企業があればむしろ良いが、最低賃金で経営している企業が多い都道府県の
人たちの仕事に対する気力が失われていくのが残念だ。

卸
売
業

食料品 いつまで賃金上昇が続くのか、国のある程度の目標額をきちんと設定するとともに、現実化する
政策を考えて欲しい。

小
売
業

自動車 新卒者の人材確保が厳しい状況が続いている。

その他小売業
ウクライナ・イランなどの国際情勢の不安定化に伴い、一部商品の販売に影響が出ている。

地政学リスク増大による国内経済の不安定要素が、どこまで自社の業績に影響するのか、やや不
安である。

そ
の
他
産
業

旅館・ホテル 今後 AI の活用は必須である。AI 人材の育成やルール作りが急務。

運輸・通信 雇用人口の減少を考えると AI 活用で補える分は転嫁すべきだが、どういった部分を転嫁すべきな
のか検討が必要。

外食

物価上昇（仕入れ）に対して、売り上げを上昇させる為に値上げを行っているが、固定費も上昇
傾向にあり、売り上げは上がっているが、利益は残らない状況。売り上げの半分、もしくはそれ
以上がキャッシュレス決済の為、入金までにタイムラグが発生し、支払いが苦しい。
アメリカのイラン侵攻、ホルムズ海峡封鎖による燃油高騰による、航空運賃の見通しが立たない。
利用客への影響が懸念される。

サービス

物価上昇に対する手当の増額による賃金改定を行うなど人手確保に資金を投入することが増えて
いる。そのため販売価格を上げるなど粗利の見直しを常に行っているが、人件費の増加に追いつ
いていない状況である。

今後さらなる最低賃金上昇や物価の高騰等、先々の事を考えると少し不安である。

今年度の最低賃金改定幅がどの程度上昇するか非常に気掛かりである。

自治体関連のコンペが増えたが、県外の大手の参入により作業が煩雑な割には落札価格が低くて、
採用されても赤字となる状況が続いている。

農林水産 AI 農業分野での活用事例が少なく情報が乏しい。

資金繰りDI（中分類）

最近の業況、賃金改定、AI 活用などに関する主な意見

2025 年 10 ～ 12 月期 2026 年 1 ～ 3 月期 2026 年 4 ～ 6 月期
前期 実績 今期 実績 差（今期－前期） 来期 見通し 差（来期－今期）

全    業    種 ▲ 17 ▲ 11 6  6 ▲ 20 -9 ▲ 9
製　　造　　業 ▲ 16 ▲ 14 2  2 ▲ 24 -10 ▲ 10

食　料　品 ▲ 12 ▲ 14 -2 ▲ 2 ▲ 35 -21 ▲ 21
繊　　　維 ▲ 50  0 50  50 ▲ 50 -50 ▲ 50
木　　　材  0 ▲ 25 -25 ▲ 25 ▲ 25 0  0
紙・パルプ ▲ 100 ▲ 50 50  50  0 50  50
窯業・土石 ▲ 56 ▲ 44 12  12 ▲ 44 0  0
機械・金属 ▲ 9 ▲ 25 -16 ▲ 16 ▲ 25 0  0
電機・電子  14  33 19  19  49 16  16
そ　の　他  15  17 2  2  17 0  0

建　　設　　業 ▲ 11 ▲ 11 0  0 ▲ 11 0  0
土　　　木 ▲ 23 ▲ 23 0  0 ▲ 8 15  15
建　　　築 ▲ 12 ▲ 20 -8 ▲ 8 ▲ 26 -6 ▲ 6
総 合 建 設 ▲ 11 ▲ 11 0  0 ▲ 22 -11 ▲ 11
そ　の　他  9  17 8  8  17 0  0

卸　　売　　業 ▲ 17 ▲ 16 1  1 ▲ 7 9  9
食　料　品 ▲ 8 ▲ 8 0  0  0 8  8
建 設 資 材 ▲ 25 ▲ 38 -13 ▲ 13 ▲ 25 13  13
家 電 卸 売 ▲ 50  0 50  50  0 0  0
そ　の　他 ▲ 15 ▲ 14 1  1  0 14  14

小　　売　　業 ▲ 18 ▲ 11 7  7 ▲ 25 -14 ▲ 14
百貨店・スーパー ▲ 22  0 22  22 ▲ 22 -22 ▲ 22
衣　料　品  0  0 0  0  0 0  0
自　動　車 ▲ 18 ▲ 10 8  8 ▲ 10 0  0
家 電 製 品 ▲ 67 ▲ 67 0  0 ▲ 67 0  0
石油・ガス  0  0 0  0 ▲ 25 -25 ▲ 25
そ　の　他 ▲ 11 ▲ 11 0  0 ▲ 27 -16 ▲ 16

そ の 他 産 業 ▲ 19 ▲ 5 14  14 ▲ 23 -18 ▲ 18
旅館・ホテル ▲ 18 ▲ 26 -8 ▲ 8  0 26  26
運輸・通信 ▲ 6  0 6  6 ▲ 16 -16 ▲ 16
外　　　食 ▲ 43  0 43  43 ▲ 60 -60 ▲ 60
その他サービス ▲ 27 ▲ 2 25  25 ▲ 27 -25 ▲ 25

2025 年 10 ～ 12 月期 2026 年 1 ～ 3 月期 2026 年 4 ～ 6 月期
前期 実績 今期 実績 差（今期－前期） 来期 見通し 差（来期－今期）

全    業    種 ▲ 12 ▲ 12 0  0 ▲ 14 -2 ▲ 2
製　　造　　業 ▲ 17 ▲ 15 2  2 ▲ 21 -6 ▲ 6

食　料　品 ▲ 21 ▲ 12 9  9 ▲ 16 -4 ▲ 4
繊　　　維 ▲ 100 ▲ 50 50  50 ▲ 100 -50 ▲ 50
木　　　材 ▲ 25 ▲ 75 -50 ▲ 50 ▲ 75 0  0
紙・パルプ  0  0 0  0  0 0  0
窯業・土石 ▲ 11  0 11  11  0 0  0
機械・金属 ▲ 18 ▲ 17 1  1 ▲ 17 0  0
電機・電子  20  0 -20 ▲ 20 ▲ 25 -25 ▲ 25
そ　の　他 ▲ 14 ▲ 16 -2 ▲ 2 ▲ 50 -34 ▲ 34

建　　設　　業 ▲ 8 ▲ 8 0  0 ▲ 2 6  6
土　　　木 ▲ 23  0 23  23  0 0  0
建　　　築  0 ▲ 20 -20 ▲ 20 ▲ 6 14  14
総 合 建 設 ▲ 11  0 11  11  0 0  0
そ　の　他  0 ▲ 8 -8 ▲ 8  0 8  8

卸　　売　　業 ▲ 16 ▲ 13 3  3 ▲ 16 -3 ▲ 3
食　料　品 ▲ 21 ▲ 14 7  7 ▲ 14 0  0
建 設 資 材 ▲ 13 ▲ 13 0  0 ▲ 13 0  0
家 電 卸 売  0  0 0  0  0 0  0
そ　の　他 ▲ 14 ▲ 14 0  0 ▲ 29 -15 ▲ 15

小　　売　　業 ▲ 5 ▲ 11 -6 ▲ 6 ▲ 14 -3 ▲ 3
百貨店・スーパー ▲ 11 ▲ 22 -11 ▲ 11 ▲ 22 0  0
衣　料　品  0  0 0  0  0 0  0
自　動　車 ▲ 9 ▲ 30 -21 ▲ 21 ▲ 20 10  10
家 電 製 品 ▲ 33  0 33  33 ▲ 33 -33 ▲ 33
石油・ガス  25  0 -25 ▲ 25 ▲ 25 -25 ▲ 25
そ　の　他  0  0 0  0  0 0  0

そ の 他 産 業 ▲ 13 ▲ 11 2  2 ▲ 11 0  0
旅館・ホテル  0 ▲ 20 -20 ▲ 20 ▲ 14 6  6
運輸・通信 ▲ 11 ▲ 11 0  0 ▲ 11 0  0
外　　　食 ▲ 71 ▲ 40 31  31 ▲ 60 -20 ▲ 20
その他サービス ▲ 7 ▲ 4 3  3 ▲ 6 -2 ▲ 2
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個
人
と
組
織
の
関
係
は
、
従
来
の
雇
用
形

態
か
ら
、
柔
軟
な
働
き
方
や
人
材
流
動
化
を

前
提
と
し
た
、共
感
に
よ
っ
て
成
り
立
つ「
選

び
、選
ば
れ
る
」オ
ー
プ
ン
な
関
係
へ
と
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
、
首
都
圏
一
極
集
中
等

が
進
む
中
、
九
州
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
経

済
の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
希
望
を
持
ち
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
発
揮
で
き
る「
良
質
な
雇
用
」の
整
備

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
九
州
経
済
産
業
局
で
は
、
こ
う
し
た
問
題

意
識
の
も
と
、
選
ば
れ
る
企
業
と
な
る
た
め

に
必
要
な
方
策
に
つ
い
て
、
賃
金
や
働
き
や

す
さ
の
観
点
以
外
の
、仕
事
に
お
け
る〝
や
り

が
い
〞
に
着
目
し
た
調
査
を
令
和
６
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
調
査
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

と
り
ま
と
め
て
い
る
1
・
2
。

　
本
稿
で
は
、
同
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
紹
介

し
た
い
。

　
令
和
６
年
度
の
調
査
で
は
、
九
州
７
県
お

よ
び
首
都
圏
に
在
住
す
る
20
歳
〜
39
歳
の
就

業
者
を
対
象
に
、
計
1
5
0
0
名
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
チ
ク
セ
ン
ト
ミ

ハ
イ
氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
フ
ロ
ー

理
論
」に
即
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ベ
ル
と
ス
キ

ル
発
揮
レ
ベ
ル
を
10
段
階
で
自
己
評
価
し
て

も
ら
っ
た
。そ
の
結
果
を「
フ
ロ
ー
状
態
」「
不

安
状
態
」「
退
屈
状
態
」「
無
感
動
状
態
」の
４

つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の

よ
う
な
割
合
に
な
っ
た（
図
表
1
）。 

•

フ
ロ
ー
状
態
（
11
・
5
％
）：
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
ス
キ
ル
が
と
も
に
８
点
以
上
で
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
状
態
。仕
事
に
没

入
し
、
成
長
と
充
実
を
同
時
に
実
感
で
き

て
い
る
層
で
あ
る
。

•

不
安
状
態
（
4
・
7
％
）：
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
ス
キ
ル
を
２
点
以
上
上
回
る
状
態
。難

し
い
課
題
に
直
面
し
、
不
安
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
る
が
、
適
切
な
支
援

が
あ
れ
ば
成
長
の
機
会
に
も
な
り
得
る

層
で
あ
る
。

•

退
屈
状
態（
7
・
5
％
）：
ス
キ
ル
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
２
点
以
上
上
回
る
状
態
。能
力

を
持
て
余
し
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
低
下
し
や
す
い
層
で
あ
る
。

•

無
感
動
状
態
（
18
・
9
％
）：
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
ス
キ
ル
が
と
も
に
１
〜
３
点
の
低

水
準
。関
心
や
意
欲
が
乏
し
く
、
最
低
限

の
業
務
遂
行
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
層
で

あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
別（
首
都
圏
、
福
岡
県
、
福
岡

県
を
除
く
九
州
）
に
み
る
と
、
九
州
（
福
岡

県
、
福
岡
県
を
除
く
九
州
）
で
は
首
都
圏
と

比
べ
て
、
ス
キ
ル
は
あ
る
も
の
の
挑
戦
機
会

が
不
足
し
て
い
る
「
退
屈
状
態
」
に
あ
る
層

が
相
対
的
に
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
図

表
2
）。

　
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
の
結
果

か
ら
推
計
す
る
と
、
九
州
に
お
け
る
20
〜
39

歳
の
退
屈
状
態
の
就
業
者
数
は
、
福
岡
県
内

で
約
5
・
1
万
人
、
福
岡
県
を
除
く
九
州
で

約
5
・
2
万
人
、
合
計
約
10
・
3
万
人
に
の

ぼ
る（
図
表
3
）。

　
こ
う
し
た
層
は
、
ス
キ
ル
を
持
ち
な
が
ら

も
、
そ
れ
を
活
か
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
成
長
の

機
会
を
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
高
い
。こ
の
〝
退
屈
〞
状
態
に
あ
る
若
者

は
、〝
伸
び
し
ろ
〞の
あ
る
潜
在
成
長
層
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
た
層
に
対
し
て

さ
ら
な
る
活
躍
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

若
者
と
地
域
企
業
の
双
方
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
令
和
７
年
度
の
調
査
で
は
、
令
和
６
年
度

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
実
際
に
企
業
が
取

る
べ
き
施
策
や
、
そ
れ
ら
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ

た
。分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
仕
事
の〝
や
り
が

い
〞
向
上
が
企
業
の
成
果
に
結
び
つ
く
こ
と

を
先
行
研
究
で
確
認
し
た
上
で
、
J
D
-R

（Job D
em
ands‒Resources

）
モ
デ
ル
の

枠
組
み
を
活
用
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
企
業
・
従
業
員
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
（
企
業
2
8
7
社
、
従
業
員
2
5
2

名
）、
若
年
層
・
青
年
層
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト

（
1
2
0
0
名
）を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
九

州
内
の
企
業
27
社
に
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
定
量
・
定
性
の
両
面
か
ら
分
析
を
実

施
し
た（
図
表
4
）。

　
J
D
-R
モ
デ
ル
で
は
、
仕
事
の
要
求
度

と
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
仕
事
の
支

え（
仕
事
の
資
源
）や
本
人
の
強
み（
個
人
の

資
源
）が
、
仕
事
の
や
り
が
い（
ワ
ー
ク
・
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
に
影
響
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

が
高
い
ほ
ど
、
生
産
性
向
上
や
離
職
率
低
下

に
つ
な
が
る
こ
と
は
先
行
研
究
等
で
も
確

か
め
ら
れ
て
い
る
3 

。

　
本
調
査
で
は
、
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
つ

つ
、
人
が
フ
ロ
ー
状
態
、
す
な
わ
ち
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
ス
キ
ル
発
揮
が
と
も
に
高
い
状
態

に
あ
る
場
合
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
が
満
足
度
や
勤
務
先
の
推
奨
意
向
、
仕
事

へ
の
積
極
的
関
与
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
ア
ウ
ト
カ
ム
に
つ
な
が
る
力
が
約
30
%

程
度
強
ま
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
く
、

フ
ロ
ー
状
態
で
あ
り
、
ア
ウ
ト
カ
ム
ス
コ
ア

も
高
い
グ
ル
ー
プ
を
生
む
た
め
に
必
要
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
地
域
別
に
分
析
を
行
っ

た
。そ
の
結
果
、地
域
に
よ
っ
て
特
徴
が
異
な

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
首
都
圏
で
は
、「
中
長
期
キ
ャ
リ
ア
設
計
支

援
」
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
企
業
に

勤
め
る
若
者
が
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
が
高
く
、フ
ロ
ー
状
態
で
あ
り
、ア
ウ
ト

カ
ム
ス
コ
ア
も
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
将
来

の
見
通
し
に
関
す
る
施
策
が
重
要
に
な
り
や

す
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た（
図
表
５
）。

　
福
岡
県
で
は
、「
裁
量
権
の
拡
大
」の
取
り

組
み
が
、
従
業
員
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
高
め
、フ
ロ
ー
状
態
を
促
し
、ア
ウ

ト
カ
ム
ス
コ
ア
も
高
め
る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
。一
方
で
、
変
数
重
要
度（
図
表
5
注
釈
参

照
）が
他
の
二
地
域
よ
り
小
さ
く
、特
定
の
取

り
組
み
だ
け
が
強
く
効
く
と
い
う
よ
り
、
効

き
方
の
個
人
差
が
大
き
い
可
能
性
が
あ
る
。

　
九
州（
福
岡
県
以
外
）で
は
、「
称
賛
・
交
流

行
事（
懇
親
・
表
彰
等
）」の
取
り
組
み
が
、従

業
員
の
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高

め
、フ
ロ
ー
状
態
に
し
、ア
ウ
ト
カ
ム
ス
コ
ア

も
高
め
る
傾
向
が
示
さ
れ
た
。日
常
的
な
承

認
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
仕
事
へ
の
意
欲
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
ど
の
施
策
が
有
効
か

は
一
律
で
は
な
く
、
地
域
特
性
や
企
業
文
化

を
踏
ま
え
た
優
先
順
位
付
け
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
定
量
分
析
で

は
、
仕
事
の〝
や
り
が
い
〞や
成
果
に
関
連
す

る
取
り
組
み
項
目
の
重
要
度
を
整
理
し
た
。

そ
の
上
で
、
企
業
事
例
調
査
に
よ
る
定
性
分

析
で
得
ら
れ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
や
運
用

上
の
工
夫
を
各
取
り
組
み
項
目
に
対
応
づ
け

る
こ
と
で
、「
個
を
活
か
す
組
織
経
営
」の
取

り
組
み
全
体
の
構
造
を
２
つ
の
共
通
基
盤

（
取
り
組
み
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
土
台
）と

４
つ
の
方
策
と
し
て
全
体
像
を
示
し
た
（
図

表
６
）。

２
つ
の
共
通
基
盤

　（
１
）対
話

　
対
話
は
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

や
ア
ウ
ト
カ
ム（
定
着
・
満
足
）の
向
上
に
直

接
影
響
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
公
正
な
評
価

や
成
長
実
感
、仕
事
へ
の
裁
量
度
、キ
ャ
リ
ア

展
望
へ
の
効
果
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
向
上
に

よ
り
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
ア

ウ
ト
カ
ム
に
つ
な
が
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。つ
ま
り
、対
話
そ
の
も
の
を
目
的
化
す
る

の
で
は
な
く
、
対
話
を
通
じ
て
何
を
実
現
し

よ
う
と
す
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、株
式
会
社
興
農
園（
種
苗
・
農
業

資
材
等
の
卸
売
業
／
熊
本
県
熊
本
市
）で
は
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
や
提
案
が
組
織

の
意
思
決
定
や
改
善
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

「
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
幸
福
度
ア
ン
ケ
ー

ト
」等
の
仕
組
み
を
整
え
、個
の
主
体
性
を
引

き
出
す
経
営
を
実
践
し
て
い
る
。

　（
２
）理
念
の
浸
透

　
理
念
の
浸
透
は
、
後
述
す
る
４
つ
の
方
策

（
裁
量
権
の
付
与
／
経
営
へ
の
参
画
／
公
正

な
評
価
と
称
賛
／
自
己
啓
発
・
ス
キ
ル
開
発

支
援
）
を
実
感
さ
せ
る
共
通
基
盤
と
し
て
機

能
す
る
。理
念
を
掲
げ
る
だ
け
で
な
く
、日
常

的
な
対
話
や
意
思
決
定
の
中
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
、
取
り
組
み
の
効
果
を
高
め
る
要
点

で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
柳
川
藩
主
立
花
邸 

御
花（
宿
泊

業
／
福
岡
県
柳
川
市
）
で
は
、
従
業
員
主
体

で
※M
V
V
を
策
定
し
、
M
V
V
研
修
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
M
V
V
を
顧
客
に
伝
え
る

等
M
V
V
を
日
々
の
業
務
と
結
び
つ
け
る

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
。

４
つ
の
方
策

　（
１
）裁
量
権
の
付
与

　
裁
量
に
よ
っ
て
企
業
を
分
類
し
、
若
手
の

参
画
機
会
お
よ
び
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
の

対
話
機
会
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
裁
量
を
多

く
与
え
て
い
る
企
業
で
は
、
若
手
の
上
位
プ

ロ
セ
ス
（
事
業
構
想
・
立
ち
上
げ
・
進
捗
管

理
等
）参
画
機
会
が
多
く
、日
常
的
な
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
や
1
on
1
等
の
対
話
機
会
も
多
い

傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。こ
れ
は
、①
ア
セ
ス
メ

ン
ト
（
従
業
員
の
状
況
把
握
と
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
）、②
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
上
位
プ
ロ
セ
ス

へ
の
参
画
）、③
サ
ポ
ー
ト
（
1
on
1
等
伴
走

支
援
）
が
セ
ッ
ト
で
運
用
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
る
。「
裁
量
を
渡
せ
ば
良
い
」

と
い
う
よ
り
も
、
任
せ
方（
参
画
機
会
）と
支

え
方（
対
話
機
会
）を
セ
ッ
ト
で
運
用
し
た
上

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
設
計
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
例
え
ば
、株
式
会
社
乗
富
鉄
工
所（
製
造
業

／
福
岡
県
柳
川
市
）で
は
、社
員
一
人
ひ
と
り

の「
や
り
た
い
」こ
と
を
事
業
戦
略
・
経
営
戦

略
に
積
極
的
に
取
り
込
む
方
針
を
定
め
て
お

り
、等
級
制
度
を
刷
新
。こ
う
し
た
会
社
の
姿

勢
が
現
場
の
納
得
感
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
向
上
、組
織
の
自
走
力
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　（
２
）経
営
へ
の
参
画

　
分
析
の
中
で
は
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
と
関
係
が
強
い
仕
事
の
中
身
と
し

て
、
成
長
実
感
や
責
任
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ

る
機
会
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
、任
せ
る
以
前

に
、
経
営
の
考
え
方
や
意
思
決
定
の
前
提
が

共
有
さ
れ
、
現
場
が
判
断
で
き
る
状
態
が
必

要
と
な
る
。

　
例
え
ば
、ベ
ル
テ
ク
ネ
株
式
会
社（
製
造
業

／
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
町
）で
は
、社
員
が
自

ら
考
え
決
定
す
る
「
社
員
主
体
経
営
」
を
掲

げ
、
経
営
情
報
の
全
社
員
へ
の
開
示
や
社
員

主
体
の
経
営
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
、社
員
の
経
営
意
識
を
高
め
て
い
る
。

　（
３
）公
正
な
評
価
と
称
賛

　
先
述
の
と
お
り
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
が
高
く
、フ
ロ
ー
状
態
で
あ
り
、ア
ウ

ト
カ
ム
ス
コ
ア
も
高
い
グ
ル
ー
プ
を
生
む
た

め
に
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
地
域
別

分
析
の
結
果
、福
岡
県
で
は「
評
価
・
報
酬
制

度
」が
５
位
に
入
っ
た
。一
方
、
福
岡
県
以
外

の
九
州
で
は「
称
賛
・
交
流
行
事
」が
最
上
位

と
な
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、九
州
で
は

関
係
性
や
日
常
的
な
承
認
が
、
成
果
に
つ
な

が
る
重
要
な
要
素
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
は
、結

果
で
な
く
挑
戦
も
評
価
・
表
彰
の
対
象
と
し

て
可
視
化
し
て
い
る
事
例
や
、
称
賛
が
日
常

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
制
度
づ
く
り
や
納
得

感
の
あ
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
確
認

さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、株
式
会
社
首
里
石
鹸（
小
売
・
製

造
業
／
沖
縄
県
那
覇
市
）で
は
、社
員
同
士
で

「
ほ
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
送
り
合
う
仕
組
み

を
運
用
し
て
い
る
。ま
た
、成
果
主
義
の
評
価

制
度
の
導
入
や
全
従
業
員
の
給
与
公
開
を

行
っ
て
お
り
、
公
平
性
・
透
明
性
を
重
視
し

て
い
る
。

　（
４
）自
己
啓
発
・
ス
キ
ル
開
発
支
援

　
先
述
の
地
域
別
分
析
で
は
、「
自
己
啓
発
・

ス
キ
ル
開
発
支
援
」が
福
岡
県
・
九
州（
福
岡

県
以
外
）の
双
方
で
３
位
に
位
置
し
て
お
り
、

九
州
に
お
い
て
重
要
度
が
共
通
し
て
高
い
取

り
組
み
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。自
己

啓
発
・
ス
キ
ル
開
発
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

福
利
厚
生
と
し
て
の
補
助
に
と
ど
め
ず
、「
何

を
学
び
、ど
う
仕
事
に
還
元
す
る
か
」を
セ
ッ

ト
で
設
計
す
る
こ
と
に
あ
る
。こ
う
し
た
設

計
に
よ
り
、
学
び
が
仕
事
へ
の
没
頭
や
成
果

を
後
押
し
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
や
す
い
。

加
え
て
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
組
織
の

目
指
す
理
念
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う
な
支

援
も
重
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、株
式
会
社
関
屋
リ
ゾ
ー
ト（
宿
泊

業
／
大
分
県
別
府
市
）で
は
、「
旅
の
プ
ロ
」を

育
て
る
た
め
、社
員
の
書
籍
購
入
や
旅
行
、他

社
宿
泊
、
美
術
館
利
用
等
に
対
し
て
会
社
が

補
助
金
を
支
給
し
、
社
員
の
自
律
的
な
学
び

を
後
押
し
し
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
個
人
の
成
長
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
組
織
全
体
に
学
び
の
文
化
を
醸
成
し

て
い
る
。

　
取
り
組
み
の
効
果
を
最
大
化
す
る
に
は
、

共
通
基
盤
や
方
策
す
べ
て
を
高
い
レ
ベ
ル
で

取
り
組
む
こ
と
が
理
想
だ
が
、
一
気
に
す
べ

て
を
強
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま
ず
は
自

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
価
値
観
に
照
ら
し
て
「
ど

こ
か
ら
始
め
る
か
」を
決
め
、共
通
基
盤
を
整

え
な
が
ら
段
階
的
に
方
策
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
、「
個
を
活
か
す
組
織
経
営
改
革
」を
進

め
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

３
段
階
の
取
り
組
み
方（
イ
メ
ー
ジ
）

①
自
社
の
軸
（
ビ
ジ
ョ
ン
・
価
値
観
・
大
切

に
し
た
い
行
動
）を
言
語
化
す
る

②
地
域
特
性
と
現
状
の
課
題
か
ら
、
ま
ず
改

善
す
る
点
を
選
ぶ

③
共
通
基
盤（
対
話
／
理
念
の
浸
透
）を
整
え

つ
つ
、方
策（
裁
量
権
の
付
与
／
経
営
へ
の

参
画
／
公
正
な
評
価
と
称
賛
／
自
己
啓

発
・
ス
キ
ル
開
発
支
援
）
を
組
み
合
わ
せ

て
運
用
す
る

　
先
行
研
究
や
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ

て
、
個
を
活
か
す
組
織
経
営
改
革
は
企
業
成

長
に
向
け
て
も
良
い
影
響
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
、
レ

ポ
ー
ト
の
中
で
は
、
企
業
成
長
モ
デ
ル
を
整

理
し
て
提
示
し
て
い
る（
図
表
７
）。

　
働
き
方
や
価
値
観
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、「
個
を
活
か
す
組
織
経
営
改
革
」は
、企
業

規
模
や
地
域
、業
種
・
業
態
に
関
わ
ら
ず
、す

べ
て
の
組
織
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
と
な
り
つ

つ
あ
る
。人
材
の
流
動
化
が
進
む
現
在
、個
人

と
組
織
の
関
係
は
互
い
に
選
び
、
選
ば
れ
る

関
係
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
企
業
も
選
ば
れ

続
け
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
若
い
世
代
を
中
心
に
、
仕
事
に

求
め
る
価
値
は
多
様
化
し
て
お
り
、
賃
金
や

働
き
や
す
さ
と
い
っ
た
条
件
面
に
加
え
、
成

長
実
感
や
挑
戦
機
会
、
自
身
の
価
値
観
と
の

共
感
が
、
企
業
選
択
の
重
要
な
判
断
要
素
と

な
っ
て
い
る
。仕
事
の〝
や
り
が
い
〞を
高
め
、

個
人
が
力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、
結
果
と
し
て
企
業
の
成
長
に
結
び

つ
い
て
い
く
。

　「
個
を
活
か
す
組
織
経
営
改
革
」は
、
制
度

や
施
策
を
単
独
で
導
入
す
れ
ば
機
能
す
る
も

の
で
は
な
く
、
対
話
や
理
念
の
浸
透
と
い
っ

た
共
通
基
盤
の
上
に
、
裁
量
権
の
付
与
や
経

営
へ
の
参
画
、公
正
な
評
価
と
称
賛
、自
己
啓

発
・
ス
キ
ル
開
発
支
援
と
い
っ
た
方
策
を
、

企
業
の
実
情
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。自
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
や

価
値
観
を
起
点
に
、
ど
こ
か
ら
着
手
す
る
の

か
を
見
極
め
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　「
意
欲
あ
る
若
者
か
ら
選
ば
れ
る
地
域
、強

い
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
地
域
」へ
。豊
か
な

未
来
の
実
現
に
向
け
て
は
、
賃
金
や
働
き
や

す
さ
に
と
ど
ま
ら
ず
、個
人
の
仕
事
の〝
や
り

が
い
〞を
高
め
、個
人
と
組
織
双
方
が
と
も
に

成
長
し
て
い
く
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
九
州
経
済
産
業
局
　
総
務
企
画
部

企
画
調
査
課
）

企
業
成
長
に
向
け
た

「
個
を
活
か
す
組
織
経
営
改
革
」

〜
九
州
か
ら
発
信
す
る
、「
共
感
」で
つ
な
ぐ
個
と
組
織
の
成
長
〜

地
域
経
済
と「
人
材
」を

め
ぐ
る
環
境
変
化

1

九
州
の「
潜
在
成
長
層
」 

約
10
・
3
万
人

2

仕
事
の「
や
り
が
い
」と

成
果
を
つ
な
ぐ
メ
カ
ニ
ズ
ム

3

１
　
令
和
６
年
度
調
査
結
果
「
個
を
活
か
す
組
織
経
営
レ

ポ
ー
ト－

若
い
世
代
と
ひ
ら
く
未
来－

」

https://w
w
w
.kyushu.m

eti.go.jp/report/25
03/250331_1_4.pdf

２
　
令
和
７
年
度
調
査
結
果
「
企
業
成
長
に
向
け
た
「
個

を
活
か
す
組
織
経
営
改
革
」
レ
ポ
ー
ト
〜
九
州
か
ら

発
信
す
る
、「
共
感
」
で
つ
な
ぐ
個
と
組
織
の
成
長
〜
」

https://w
w
w
.kyushu.m

eti.go.jp/press/260
3/260311_1_3.pdf
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【図表2】フローモデルによる地域別の若者の比較

【図表１】フロー理論で捉えた４つの就業者タイプ

【図表3】九州地域の“退屈”≒“潜在成長層”の規模

資料)九州経済産業局「若年層・青年層向けアンケート」より作成

資料)九州経済産業局「若年層・青年層向けアンケート」より作成

資料)経済産業省「令和４年就業構造基本調査」より作成

不安

無感動 退屈

チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ベ
ル

スキル発揮レベル 点

点 フロー
仕事に没入し、行動と意識が完全に一致している
心理状態であり、最適なパフォーマンスを実現で
きる。個人の成長と組織の発展の両方に寄与する
重要な心理状態である。

仕事に対して関心や意欲が低く、最低限のパ
フォーマンスしか発揮できていない。この状態
が継続すると個人の成長が停滞し、組織全体の
活力低下にもつながりかねない心理状態である。

現在のスキルに対して物足りない水準の業務に従
事しており、モチベーションの低下と潜在能力の
未活用が生じている。個人の成長機会が制限され、
組織にとっても人材の有効活用ができていない心
理状態である。

現在のスキルを上回る難易度の業務に直面し
ており、期待される成果を出すことに不安を
感じる心理状態である。組織としてサポート
することで、個人の成長機会にもなり得る心
理状態である。

九州経済産業局レポート / 企業成長に向けた「個を活かす組織経営改革」～九州から発信する、「共感」でつなぐ個と組織の成長～

九州経済産業局
レポート

Ky ushu Bu reau of  E conomy,  

Trade a nd I ndust r y Repor t
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